







Study on Socio-Economic， Cultural and Spatial Conditions for the Creative Milieu仕om
the Standpoint of the Creative Worker : 
A Case Study of Kitanaka BRICK & Kitanaka WHITE in Y okohama City 
Nob此oUENO (Doctoral Course for Creative Cities， Graduate School for Creative 

































百lepurpose of血epresent study is to investigate the socio-economic， cultural and spatial conditions of the、reative
milieu" for creative activities， e.g. visual art， performing征tand design. This investigation focuses on血epeople who 
work for both profit姐 dnon-profit base as well as with cぽ田rornon-c紅白r.
As the research method， questionnaires and interviews were employed to the people working in Kitanaka BRICK 
& Kitanaka WHITE， where studios for creative activities had formed a cluster.τllrough this case study， the following 
conditions demanded for the “creative milieu"紅巳fo叩 d:
1) inexp巴nsiverental fee 
2) historical atmosphere and spatial character 
3) existence of variety of creative activities 
4) interactions among creative people and comrnunity people 
5) opportunities for presenting the works with high attention 
[Keywords] 
Creative Worker ， Creative Milieu， Socio-economic， Cultural and Spatial Conditions， Kitanaka BRICK & Kitanaka 






























































44 創造都市研究第 5巻第2号(通巻7号) 2009年12月
として、栴・吉武・出口 [2003]、住田.i，度連・村田 [1998]があり、北仲プロジェクトに関する資料・文献・





























の使 1台 入居者 期間
発信性
デ 的
集合アトリエ・ の イ な ピパデ キ 更スタジオ
|苦鐙手史 品酒 そ
雰
行民 行民 NPO 財 駅近 関
ヰ し シュフォザ NPO大ャ若 新限 HP ん-、
政問 政問 団 成 の
J気 く アノレ ミイ 学リ手 あ定 開他 与 み ングン ア り
メピック扇町 。 。 。。明 。 。 。。 。 。1:>'、 。。
大 ダイピノレ・クリエイ 。 。 。 。Q 。 。 。 。。阪 ティプ・スクエア
布
北船場レトロピノレ |。 0' 号。(仮称) 。 。 。。 。 。。。
神 C. A. Pプロジェクト 。 。 。 。。 。。 。。。 。。。
戸
市 波止場町TENXTEN 。 。 。 。。 。 。 。。。 。。
ZAIM 。 。。 。。 。。。。 。。 。。。。
横 ~U中BRICK&~ヒ{中 。 。 。 。。。。。。。。。。。。 。。。。
浜
WHITE 
市 本町ピノレシゴカイ 。 。 。 ~。 ν。。。。。。。 。。 。。。。





造空間万国橋SOKOhttp://www.mol.co.jp/unabara/project_0606do.h回 1 (以上、 2009年 12月24日閲覧)をもとに筆者作成




建物の 自治的プロジェクト 所在地 竣工年 活用期間 区画数 フィス・ しくみ
等のコ}
ピジュアノレ・
デザイン NPO・大学研 アトリエ ディネータパフォーミング 究室等
北仲BRICK& 横浜市中区北 1926年 。 。 。 2005年6月~ 58 。 。 。
北仲IVHITE 仲通5-57-2 1928年 2006年10月 (オープン時)
本町ヒソレシゴカイ 横浜市中区本 1929年 。 。 。 2006年11月~ 11 。 。 。町5-49 (オープン時)












































































































































































































開催期間 2005 年11 月 18 日 ~12 月 18 日 (1 ヶ月間) 2006 年7 月28 日~8月 6 日 (10 日間)
入場者数 約3000人 約1500人
イベント数 32 (オープニング・クロージング含む) 27 (オープニング・クロージング含む)
エキシビジョン 20 8 
事務局員数 9人 10人
























アーティス デザイ評価されていた主 ( n=51) ナー・建築
な内容 ト等 (n=24) 家等 (n=12)
入居者の多様性 (1)27.5 I ・7 {t)SQ..Q 
交流 (3)17...5 8.3 
連携・協働 5.9 4.2 8.3 
建物 (2)21.6 (2).2(.). 8 (3)33.3 
周辺地域 9. 8 8.3 16.7 
地域(建物外)へ
7.8 4. 2 16.7 の開放
個人の活動 (3) 17.6 (1). 25.0 8. 3 
交通の利便性 9.8 12.5 0.0 
賃料 5. 9 12.5 O. 0 
横浜トリエンナー
3.9 4. 2 8. 3 レと同一時期
自由に改装 3.9 4.2 8.3 
24時間使用可能 3. 9 8.3 0.0 
共有スペース 2.0 4. 2 0.0 

























































上野信子 「創造活動者を視座とした創造の場の条件に関する考察J 53 
( 4 )周辺地域や来訪者との支流
入居者間の交流だけでで、なくし、建物の周辺地域の人たちや外来者との交流を評価する意見が多かつた(倒No.3






















No. l 2 3 4 
年代 20 20 30 50 
入居前の活動 神奈川県内 東京都内 神奈川県内 横浜市内
拠点








訪者との らうきっかけをつくることが Tこ。プ 交流 でき、来訪者との交流が生ま
ロ れた。
手シ
コニ 連携・協 建築家と一緒に仕事をするな 展覧会の準備等をお互いに助










No. 5 6 7 8 
年代 20 20 30 30 
入居前の活動 神奈川県内 神奈川県内 神奈川県内 機浜市内
拠点











の 建物 囲気や間取り、造りの楽しさ 南向きの部屋が気に入ってい り関係者の集まりがよくなっ




賃料 た作業スベースを確保でき 比較することなく入居を決め 賃料の安さに惹かれた。
た。 た。
N。 9 10 11 12 
年代 30 30 40 40 
入居前の活動 横浜市内 東京都内 東京都内 東京都内
拠点





訪者との た。 発信性があった。プ 交流
ロ
異なるジャンルのクリエイジ 連携・協 ター・アーテイストと一緒にコエ 働 仕事をすることがある。ク
ト 海外の事務所勤務で体験して 天井が商く空間的魅力があっ







暫定活用の場合、地域相場の 何よりも家賃の安さがよかっ 賃料が安いので広いスベ ス
賃料 半額以下でないと入居者がい た を確保することができた。
ないのではないか。 日
No. 13 14 15 16 
年代 20 30 
入居前の活動 横浜市内東 京都内横 浜市内東 京都内
拠点
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